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内容の要旨および審査の結果の要旨
癌患者のリンパ球を分離し、生体外でインターロイキン２（ＩＬ－２）を用いてリンホカイン活
性化殺腫瘍リンパ球（lymphokineactivatedkiller，ＬＡＫ）細胞を誘導した後、患者に移入す
る養子免疫療法が、癌に対する補助療法の一つとして注目を集めていろ。しかし、臨床効果を得
るのに十分なＬＡＫ細胞誘導法は未だ確立されておらず、消化器癌ことに胃癌に対して有効であ
ったとする報告は依然として少ないのが現状である。本研究は胃癌患者より誘導したＬＡＫ細胞
の細胞増殖、腫瘍細胞障害活性の経時的変動を調べ、植物凝集素フィトヘマグルチニン
（phytohemagglutinin，ＰＨＡ）や生体反応修飾物質（biologicalresponsemodifiers，ＢＲＭ）
の併用、あるいは脾や胃所属リンパ節の利用により、腫瘍細胞障害活性の高いＬＡＫ細胞を大量
に誘導する方法を考案することを目的とした。本研究は胃癌患者３７名と健常人２６名について検
討を加え、以下の結果を得た。
１ＬＡＫ細胞の培養に際しては５％ヒトＡＢ血清加ＲＰＭＩ－１６４０培地あるいは無血清培地
でｒｌＬ－２、１０００Ｕ／､ｌ添加培養後５日前後に高い活性を持つＬＡＫ細胞が誘導された。
２stageⅡ及びⅢの中期胃癌患者の末梢血リンパ球より誘導したＬＡＫ細胞は、養子免疫療法
に応用するのに十分な抗腫瘍活性を有していた。
3．リンパ球を生体外で培養する際、ＰＨＡとｒｌＬ－２を併用するとＬＡＫ細胞数は増加する
が、活性は低値であった。しかし、ＰＨＡやｒｌＬ－２刺激による細胞増殖、細胞障害活性の経
時的変動には個体差が認められた。
４脾由来のＬＡＫ細胞は末梢血由来のＬＡＫ細胞より活性が高く、また転移陰性の所属リンパ
節由来のＬＡＫ細胞の中にも高い活性を示すものが多く、臨床応用の有用性が期待された。
５ＢＲＭ（レンチナンやＯＫ－４３２）を胃癌患者に前投与したところ、末梢血リンパ球から誘
導したＬＡＫ細胞は未投与時に比べて、細胞障害活性が増強した。
以上の結果から、ｓｔａｇｅＨ及びⅢの胃癌患者においては従来の外科療法や化学療法に加えて、
養子免疫療法の適応があると考えられ、ＢＲＭの前投与、脾や所属リンパ節を利用することで、
腫瘍細胞障害活性の高いＬＡＫ細胞を大量に誘導できることが示唆された。
以上、本研究は胃癌の養子免疫療法に不可欠な腫瘍細胞障害活性の高いＬＡＫ細胞を誘導する
上で、新知見をもたらし、腫瘍治療学に寄与する価値ある論文と評価された。
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